
【取組内容①】Microsoft Whiteboardを活用したハザードマップ（案）づくりで「自己調整力の育成」

八尾市立安中小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

個別最適な学び
見通しを持ち自らの学習の状況を把握

協働的な学び
他者・地域との交流で自らの理解を確認

取組の内容
★総合的な学習の時間に、自分たちの校区のハザー
ドマップ作成をめざし、一人一台端末を活用して
クラウド上で原案を作成。

★防災学習センター訪問や校区調査を行いながら、
Microsoft Whiteboard上で意見を出し合い避難
場所や経路、危険箇所などをマップに記述。

ICT活用のポイント
★Microsoft Whiteboardを活用することにより、
クラウド上の付箋で他者と意見交流ができたり
マップに直接文字や矢印、線などを記述したり
することが可能。

★１つのマップをクラウド上で共有することにより、
他者の活動から自分の学習状況を把握できる。

子どもの変容
★クラウド上で他者と活動を共有することにより、自らの学習状況を把握し、次に
どのような活動をすればよいか見通しを持つことができ、自らの学習を調整する
子どもたちの姿が見られるようになった。



【取組内容②】Microsoft Teamsを活用した市役所の方とのオンライン授業

八尾市立安中小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

１．学校近隣の施設と
して八尾市立図書
館を見学

２．図書館を見学した
ことから近隣にあ
る他の施設につい
て考え、市役所を
選択

３．市役所の方に質問
したいことをピッ
クアップ

１．Microsoft Teams
で市役所の方とオ
ンラインで会話

２．事前にまとめた知
りたいことを質
問・市役所の方か
らのクイズなど

１.提供してもらった市
役所に関する写真や
資料をクラウド上に
保存

２．オンライン授業を
受けて思ったことや
もっと知りたいこと
などを整理

①市役所に関する質問 ②オンライン授業 ③学習のまとめ

第２学年生活科 単元名「もっと なかよし まちたんけん」

変容・期待
・ゲストティーチャーとオンラインでつなぐ場合、打ち合わせの段階からつなぐこともできるので密に連絡を取り合える。【教師】
・これからの学習の中で、「詳しく聞きたい」場面でオンラインでつなぐという選択肢が増えていく。【児童】



【取組内容⑤】Microsoft Swayを活用したホームページでのICT実践事例の発信

八尾市立安中小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

①情報収集
日頃の授業や学力部会、職員会議等で

ICTを活用したデータを収集。ソフト
ウェア活用の手順や留意事項を記録。

②Sway作成
上記①で集めたICTを活用している場

面の写真やその教科やめあて、具体的な
内容などを記述。

③リンクをホームページへ
作成したSwayを共有し、リンクを学

校ホームページに貼り付け、情報を発信。

Microsoft Swayの利点

★「テキスト」「画像」「スタイル」など、文書入力や画像の挿入、
レイアウトの設定のような使用頻度の高い機能が中心に組み込ま
れていて、作りたい資料やデータを簡単に作成することができる。

★一つ一つの機能が限られた操作のみに絞られていて、迷うことな
く選択することができる。

実践例

１

２
「画像」⇒「テイスト」
⇒…の順に作成していくと
すぐに資料が出来上がる。

レイアウトは限られた選択肢
の中から、掲載したい画像や文
字数に合ったものを簡単に選ぶ
ことができる。

３ 本市教職員の反応（一部）

★表現が豊かでありながらシンプルなページ構成で見やすいと感じる。
★短時間でこのようなコンテンツ作成が可能であれば今後使いたい。



【取組内容⑤】Microsoft PowerPointを活用した地域の人々に発信する活動

八尾市立安中小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

本事例は、第５学年の総合的な学習の時間での実践である。
単元のテーマは「フードロス」。毎日の給食からの残菜に着目し、どのようにすれば残菜を見直す活動になるのかを、①
課題の設定、②情報の収集、③整理・分析、④まとめ・表現の探究的な学習で進めていき、一人一台端末を活用しなが
ら伝える相手（園児）に適した資料を作成する。（来年１年生になること、小学校では給食があることを伝える）

近隣のこども園の園児を学校に招き、学習したことを端末で伝え、地域の人々に発信する活動

単元名：フードロスについて自分たちができることを考えよう。
内  容：（１）目標 （２）主な活動 （３）児童の振り返り （４）今後の予定
（１）目標
「フードロス」というテーマで、自分たちで課題や取り組む活動、学習の方法などを
決め、伝える相手のことを考慮しながら活動を進める。
（２）主な活動
１．校内のフードロスについて調査、活動内容を考え学習計画をたてる。
・一人一台端末で学習計画を作成する。
可能な限り、児童が学習方法や時間配分などを調整する。

２．校内や地域に向けて、自分たちができることを考え、発表資料を作成する。
・Teamsで、給食委託会社の方とオンライン授業。

３．作成した資料をもとに、伝えたい相手に発表する。
・PowerPointで資料を作成し、近隣のこども園の園児に伝える。

（３）児童の振り返り（園児との交流を終えて）
・園児にわかりやすいように、イラストや図を使うことができました。
でも、声が小さくてうまくつたわっていたか気になります。
・フードロスという言葉は難しいけど、いっしょに給食を残さず食べることができて
よかったです。

（４）今後の予定
１年間活動してきた内容を、家庭や地域に発信する。
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